
歴史資料グループだより 
 

 

令和6年(2024)、八戸市立図書館の前身である八戸書籍縦覧所
じゅうらんじょ

が

明治7年(1874)に開設してから150周年を迎えました。 

これを祝し、様々な記念事業を行ないました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日 時 演 題 講 師 

第1回 9月21日(土) 
江戸の「図書館」と読書術 

－擁書楼からみえる蔵書家の書籍環境－ 

古畑 侑亮 氏 

(獨協大学国際教養学部 特任講師) 

第2回 10月20日(日) 
読本・近代挿絵の 

絵師と作品について 

小倉 学 氏 

(八戸クリニック 街かどミュージアム館長) 

第3回 11月23日(土･祝) 
八戸市立図書館の源流 

－大仲間・八戸書籍縦覧所－ 

鈴木 淳世 氏 

(東北大学 東北アジア研究センター 

 学術研究員) 

第4回 12月21日(土) 
公営図書館の成立過程について 

－「学校」の変化と公立図書館の成立－ 

伊東 達也 氏 

(山口大学人文学部 准教授) 

八戸市立図書館 

令和６年度の主な事業 

第9号 

八戸市立図書館のこれまでの歩みと、現在の図書館の取組を紹介するパネル展を開催しました。 

◆第1期  －図書館のあゆみ－ 

八戸市立図書館1階（令和6年10月1日～30日） 

◆第2期  －図書館再発見－ 

八戸市庁本館1階エントランスホール 

（令和6年11月12日～29日） 

◆第3期  －本のまち八戸－ 

SG GROUPホールはちのへ（令和7年2月9日） 

▲記念ロゴマークは、本を重ねた

様子と、図書館を上から見た形

(八芒星)を表しています。 

発行日 令和7年3月31日 

 

八戸市博物館と連携した本講座の令和6年度のテーマは「書籍と図書館」。第2回・第3回は、

八戸市立図書館150周年記念事業として実施しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶▶▶ 

当館所蔵資料をテキストとして、古文書読解の基礎や八戸の歴史を学ぶ本講座は、 

今年度は1月～3月にかけて全6回を開催し、のべ65名が受講しました。 

八戸藩の領地や、図書館の起源に関する記録に頭を悩ませながらも、だんだん慣れて 

読めるようになっている様子がうかがえました。 
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※図書館(本館)2階カウンターのほか、八戸ブック

センターや市内書店でも販売中 

好評につき『新編八戸市史 

通史編Ⅰ』を増刷しました！

ぜひお手にとってご覧くだ

さい。 

その他、在庫僅かな資料編

や八戸の歴史双書シリーズ

もありますので、ご購入はお

早めに…！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『新編八戸市史 通史編Ⅰ 原始・古代・中世』を 

増刷しました 

 

発行・編集 

八戸市立図書館 歴史資料グループ 

〒031－0022八戸市大字糠塚字下道2-1 

TEL・FAX 0178-73-3234 

E-mail shishi@city.hachinohe.aomori.jp 

 

図書館では、昭和49年(1974)に『八戸市立図書館百年史』を刊行し

ています。本誌は、その続きとなる101年から150年までの歩みを記

した記念誌です(非売品)。かつて図書館内に設置されていた、市史編

纂室の歩みも収録しています。 

内容は、図書館ホームページ上でもPDFデータを公開する予定です。

ぜひご覧ください！ 

 

◀◀◀ 
※しおりは非売品 

図書館150周年を記念し、オリジナルグッズを作成しました。 

数量限定ですので、この機会にぜひどうぞ！ 

図書館(本館)2階カウンター、または八戸ブックセンターで販売中。 

 

休館中の歴史資料グループの 

お仕事紹介 

 

トートバッグ 

（1,000円） 

クリアファイル 

（100円） 

図書館(本館)は、令和6年3月1日～8月

7日まで、冷房設備等更新工事のため長期休

館しました。その間、寄贈いただいた資料

(段ボール96箱分)のくん蒸や汚れを落とす

ドライクリーニング 

の作業を進めました。 

今後は、公開に向 

けて資料目録を作成 

する予定です。 


